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江東区立南砂中学校だより

校長 近藤 啓太

実りの季節に読み解く力を耕す

先日、菜園部の生徒が、学校で収穫したサツマイモを届けにきてくれました。ちなみに、
サツマイモは１～２週間ねかせることで、デンプンが糖に変わり、甘みが増すそうです。  

さて、「読書の秋」とよく言われますが、10月27日～11月9日は「読書週間」、そして10
月15日～21日は「新聞週間」と定められていました。この機会に、改めて「読むこと」の楽
しさと大切さをお伝えします。

Ｑ：「なぜ今、読書や新聞を読むことが大切なのか」

Ａ１：「想像力と共感性を育む」
読書は、知識を得るだけでなく、「自分の頭で考える力」と「相手の気持ちを想像する力」を伸ばします。

（例）・集中力の向上: 活字に集中することで、学習や生活全般に必要な集中力を養います。

・語彙・表現力の向上: 様々な文章に触れることで、自分の考えを正確に、豊かに伝える力が身につきます。

・多様な価値観との出会い: 物語や評論を読むことで、自分とは異なる考え方や生き方を知り、共感性や社会

性を育みます。

Ａ２：「社会とのつながりを意識する」
新聞を読む習慣は、学校の勉強だけでは得られない社会で生きる力を育てます。

（例）・社会への関心: ニュースや時事問題に触れることで、今、世界で何が起こっているのかを知り、社会の

一員であるという意識を高めます。

・多角的な視点: 政治、経済、文化、スポーツなど、様々な分野の情報をバランス良く得ることができます。

・論理的な思考: 記事の構成を追うことで、物事を筋道立てて理解し、要点を把握する力が養われます。

Ａ３：特に重要な「情報の信憑 性」について
しんぴようせい

デジタル化が進む現代において、情報リテラシーは必須の能力です。特に新聞社が発行する記事は、
記者が現場で取材を行い、その内容について徹底した裏付け作業や、複数人による厳密な校正を経てか
ら掲載されます。そのため、誰もが容易に発信できるSNSなどの情報と比べ、その情報の信頼性が格段
に高いのが特徴です。

本校では、生徒の情報リテラシーの充実と教員の授業等での活用を図ることを目的に、隔日で教室に
新聞を配置し、信頼できる情報に触れる機会を提供しています。また、文章を読みとる力（読解力）の向上
にも繋がります。登校時や休み時間など、少しの時間でも構いませんので、ぜひ手に取って、世の中の正
確な情報を知る習慣をつけてほしいと考えています。

ボランティアの秋

江東区青少年対策南砂地区委員会（以下、地区対）主催の「親子スポーツフェア」
（１１月１６日）に2年生１０人がボランティア参加しました。（過去2年間は定期考査と
重なり参加者の募集ができませんでしたが、今年は定期考査を早めました）

本校は用具の担当でしたが、単なるお手伝いだけではなく、多くの競技に出まし
た。障害物競走、小学生と一緒にキャタピラリレーや大玉転がしなどなどに参加、また
パン食い競争には校長の私まで！ボランティアリレーでは2位に入り賞品（文具）も
いただき、楽しい一日を過ごしました。二砂、三砂中の生徒と一緒に声援を送った

り、踊ったり、中学生がこのイベントを盛り上げてくれました。来年は、現1年生と
現６年生の出番です。たくさんの生徒に参加してほしい地域行事です。

準備から片付けまで、地区対メンバーの「地域愛」には頭が下がります。元々
はご自身の子どもの学校を応援するPTA活動がきっかけで、青少年委員になら
れた方々だと思います。地域のために休日返上で活動してくださっています。

また、11月１日の秋まつりには、和太鼓部の生徒と１年生２名のボランティア生
徒が参加しました。（インフルAでの自宅療養中で写真がありません。ゴメンナサイ）
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学校評価アンケート（後期）への回答をお願いします

12月の三者面談において、保護者アンケートの回答依頼を致します。一部ではありますが、前期にいた
だいたご意見を紹介します。すべてのご意見を教職員全体で共有・分析し、教育活動の見つめ直しや改
善を図っています。また生徒への対応に関するご意見には、教員への聞き取りや指導を行います。今後
も、生徒が安心して学校生活を送れるよう、きめ細やかな配慮を心がけてまいります。

１．水泳授業の生理欠席に関する対応について
（意見）：「水泳の生理欠席など、すぐーるに入力できるようにすれば良いのに、メモを渡すなど配慮に欠けるような
気がする。」
（回答）生徒手帳を廃止し「生徒証」としていることから、授業の見学等の申請は、「自分ログ」や手書き
のメモを生徒が提出する方法をとっていました。ご意見を受け、生徒のプライバシーに配慮し、かつ利
便性を高めるため「すぐーる」の「健康連絡帳機能」を新たに追加しました（９月７日配信）。これにより、
体育の見学申請等をデジタルで連絡できるようにしました。

２．学校とのコミュニケーションについて
（意見）：「子供達に目の行き届いた指導と思います。聞きにいったら迷惑かな？と思っていましたが,子供の事を共
有するのは大切なのでこれからは聞くようにします。」
（回答）家庭と学校が情報を共有し連携して指導にあたることは、お子様の成長にとって重要です。
１．積極的な対話を歓迎いたします： お子様に関するご質問やご相談は、いつでも（勤務時間は８時２０分か
ら１６時５０分です）歓迎いたします。担任または学年主任まで、遠慮なくご連絡ください。
２．情報発信を引き続き行います：学年・学校だよりやホームページなどを通じて、学校の教育活動や生
徒の様子を積極的に発信し、保護者の皆様が学校をより身近に感じられるよう努めます。

３．学校行事のあり方について
（意見）：「運動会や、その他の行事の方向性が変わり始めていますが、そのことによって伝統行事や勝ち負けの
大事さ、一生懸命になれる事などの経験を無くして欲しくないと思います。少人数だから出来る事を、一人ひとりが
充実した中学校生活を送って欲しいと思います。」
（回答）行事の形式を変えるにあたり、次の２点を特に重視し、すべての生徒にとって価値ある経験とな
るよう設計しています。
１．生徒の多様性への配慮と参加の保障： 本校に在籍する生徒一人ひとりの特性や、様々な状況を踏ま
え、すべての生徒が安心して活動に参加し、充実感や達成感を得られることを目指しています。活動内
容の変更は、生徒が自分らしく活躍し、学校に所属する喜びを感じられる機会を最大限に保障するため
の判断とご理解ください。そのため、「勝ち負け」を重視する形式だけでなく、個々の生徒に応じた役割
や活動を設けています。
２．学校経営方針との連動： 現在の行事のあり方は、「幸せな学校の創造（生徒一人ひとりが輝ける教育）」
という校長の経営方針に基づき決定します。学校行事は、時代に求められる教育観によっても変化しま
す。本校の特色と教育目標に最も適した形を追求し、その時の学校の状況や（校長が代わればまた新たな）
経営方針によって、行事のあり方も再び見直します。伝統的な価値を大切にしつつも、生徒の多様なニ
ーズと未来に必要な力を育む行事へと進化させます。

12月の主な行事
１日（月） 朝会 １６日（火） 委員会
２日（火） ２年音楽鑑賞教室 １７日（水） 放学
４日（木） 三者面談・学習展示（～１１日） ２２日（月） 職業講話⑤⑥
8日（月） 避難訓練 ２３日（火） 笑顔と学びのプロジェクト⑤⑥

１０日（水） 放学 ２４日（水） 放学
１１日（木） ２年校外学習 ２５日（木） 全校集会、安全指導
１２日（金） １年校外学習 ２６日（金） 冬季休業日（～１月７日）
１５日（月） 生徒朝会、弁当の日（※給食なし）

《追記》 デフリンピック観戦記 ： 11月23日（日）、東京アクアティクスセンター（江東区辰巳）にて行われた水泳大会に、出

かけました。夕方から決勝が行われ、「男子50m背泳ぎ」で金持義和（KANAJI Yoshikazu）さんが銅メダルを、「男子

400m個人メドレー」で茨隆太郎（IBARA Ryutaro）さんが金メダルを獲得しました。声援をハ

ンドサインで送るのは難しく、いかに普段私たちが「音」を頼りにしているかに

気づかされました。 また、素晴らしい世界大会にもかかわらず、報道が少ない

ことには残念な気持ちになります。茨選手はこれまでに複数のメダルを獲得し

ているそうですが、私も知りませんでした。こうしたことへの関心の薄さは、私

たち自身が今後向き合っていくべき課題であると感じました。


